
  

 
 

・
高
曽
線
１
箇
所 

 
 

・
洲
梅
線
１
箇
所 

・
白
谷
〜
夕
谷
線
１
箇
所 

 

☆
農
業
集
落
排
水
事
業 

農
業
集
落
排
水
事
業
「
勝
原
地
区
」

の
県
費
増
額
に
伴
い
、
早
期
完
成
を 

目
指
し
、
処
理
場
の
詳
細
設
計
並
び 

に
「
八
坂
地
区
」
の
菅
路
工
事
を
増 

額
推
進
す
る
。 

  

一
般
質
問 

こ
の
度
の
一
般
質
問
は
２
２
人
の
議 

員
が
質
問
を
行
い
、
一
人
４
０
分
の
持 

ち
時
間
で
３
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま 

し
た
。 

 

古
川
文
雄
の
質
問
・
答
弁
の
内
容
は 

下
記
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

質
問
① 

道
路
整
備
の
現
状
と
今
後
の 

美
並
地
域
の
県
道
整
備
促
進
に

つ
い
て 

 

昨
今
の
国
、
県
に
お
け
る
道
路
予
算

は
、
近
年
に
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
は
認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

整
備
の
遅
れ
て
い
る
地
域
住
民
に
と
っ

て
は
予
算
が
厳
し
い
か
ら
ど
う
し
よ
う

も
な
い
、
や
む
を
得
な
い
だ
け
で
は
す

ま
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 

東
海
北
陸
自
動
車
道
の
４
車
線
化
も 

全
面
的
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
と
と

も
に
、
過
日
、
衆
議
院
議
員
・
県
議

会
議
員
の
方
々
に
現
地
視
察
し
て
頂

き
、
早
期
復
旧
の
要
望
を
致
し
て
お

り
ま
す
。 

 
災
害
復
旧
を
は
じ
め
、
日
常
生
活

面
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
、

ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
何
で
も

結
構
で
す
の
で
お
寄
せ
下
さ
い
。 
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（
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
・
簡
易

水
道
・
下
水
道
・
介
護
保
険
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
・
土
地
区
画
事 

業
・
駐
車
場
・
観
光
施
設
・
青
少
年

育
英
奨
学
・
宅
地
開
発
） 

 

・
歳
入
決
算
額
６
１
２
６
百
万
円 

 

・
歳
出
決
算
額
５
５
２
４
百
万
円 

 

・
差
引
額 

 
 

６
０
２
百
万
円 

 

十
六
年
度
補
正
予
算
に
計
上

さ
れ
た
美
並
町
の
主
な
事
業 

 

☆
オ
フ
ト
ー
ク
機
器
撤
去
工
事
費 

（
十
月
下
旬
か
ら
郡
上
市
の
音
声
告

知
放
送
が
始
ま
り
、
現
在
の
オ
フ
ト
ー

ク
機
器
を
十
一
月
末 

美
並
町
全
戸

撤
去
予
定
） 

☆
災
害
復
旧
費 

（
今
年
の
６
月
２
９
日
〜
３
０
日
の

豪
雨
災
害
に
よ
る
道
路
、
河
川
の
復

旧
事
業
費
） 

 

◎
市
道
・
河
川
災
害
復
旧
事
業 

 
 

・
市
道
板
山
線
１
箇
所 

 
 

・
河
川
（
板
山
谷
４
箇
所
・
一
谷

１
箇
所
） 

◎
林
道
災
害
復
旧
事
業 

 
 

・
苅
安
〜
雁
曽
礼
線
２
箇
所 

 
 

・
勝
原
線
７
箇
所 

 
 

・
勝
原
支
線
１
箇
所 
 
 

・
川
洞
線
１
箇
所 

被
災
さ
れ
た
皆
様
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

年
々
進
捗
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
春

の
新
緑
、
夏
の
踊
り
、
秋
の
紅
葉
、
冬

の
ス
キ
ー
と
四
季
を
通
じ
て
、
郡
上
を

訪
れ
る
方
々
が
増
え
て
お
り
、
特
に
、

南
部
の
美
並
地
域
に
お
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
年
間
を
通
じ
て
国
道
、
県
道
と
も

渋
滞
を
し
て
お
り
、
週
末
と
も
な
り
ま

す
と
全
て
の
道
路
が
渋
滞
し
、
日
常
生

活
に
及
ぼ
す
影
響
も
大
き
く
、
身
動
き

で
き
な
い
日
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
先
日
、
郡
上
市
内
の
７
つ
の
地

域
を
議
会
の
委
員
会
で
視
察
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
特
に
、
県
道
等
の

道
路
整
備
に
お
い
て
７
地
域
の
地
域
較

差
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。 

 

特
に
美
並
町
地
内
の
未
整
備
区
間
の

県
道
は
「
川
沿
い
の
県
道
拡
幅
」
で
、

山
と
川
に
挟
ま
れ
た
所
が
多
く
、
急
峻

の
た
め
多
額
の
事
業
費
を
要
す
る
た
め

に
、
ま
だ
ま
だ
未
整
備
箇
所
が
多
く
あ

り
ま
す
。 

 

美
並
町
は
長
良
川
を
挟
ん
で
東
西
に

あ
る
旧
村
が
、
昭
和
の
合
併
に
よ
り
、

両
地
区
の
融
和
を
図
る
た
め
に
橋
の
整

備
が
重
点
的
に
行
わ
れ
、
町
内
で
長
良

川
に
十
一
の
橋
が
架
け
ら
れ
て
お
り
、

県
道
整
備
の
遅
れ
て
い
る
要
因
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
す
。 

 

県
道
整
備
の
遅
れ
て
い
る
地
域
を
重

点
的
に
県
に
要
望
い
た
だ
く
こ
と
が
、

公
平
平
等
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
同
時 

に
、
郡
上
市
と
な
っ
た
今
日
、
地
域
の

連
携
を
図
る
上
で
地
域
と
地
域
を

結
ぶ
道
路
整
備
の
必
要
性
は
日
常

の
生
活
基
盤
の
最
も
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
郡
上
市
合
併
時
点
で
の
整

備
条
件
で
も
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。 

 

県
の
ご
指
導
に
よ
り
道
づ
く
り

委
員
会
な
ど
を
設
置
し
、
整
備
に
向

け
て
地
域
挙
げ
て
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
交
通
量
や
地
域

較
差
を
踏
ま
え
て
い
た
だ
き
、
郡
上

市
の
南
玄
関
で
あ
り
ま
す
美
並
地

域
の
県
道
未
整
備
地
区
に
つ
い
て

市
と
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
た
だ

け
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。 

 

答
弁 

基
盤
整
備
部
長 

 

道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と

と
、
地
形
等
の
現
状
も
認
識
し
て
い

る
。
旧
町
村
単
位
で
進
め
て
こ
ら
れ

た
地
域
の
重
点
施
策
、
方
向
性
な
ど

に
よ
り
地
域
較
差
が
出
て
き
て
お

り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
郡
上

市
と
し
て
広
域
的
な
利
用
性
が
高

く
、
郡
上
市
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
す

路
線
、
地
域
の
孤
立
等
を
防
ぐ
路

線
、
危
険
箇
所
の
路
線
を
優
先
し
て

整
備
し
て
行
き
た
い
。 

今
ま
で
は

旧
町
村
で
要
望
さ
れ
進
め
ら
れ
て

い
た
が
、
市
と
し
て
要
望
整
備
を
し 

て
行
き
た
い
。

台
風
二
十
三
号
の
被
害
と 

今
後
の
対
策 

 

大
型
の
台
風
二
十
三
号
は
、
十

月
二
十
日
の
夜
、
岐
阜
県
内
を
通

過
し
、
美
並
町
地
内
に
お
い
て
は

美
並
始
ま
っ
て
以
来
の
大
洪
水
と

な
り
、
長
良
川
沿
い
の
多
く
の
住

宅
等
（
家
屋
等
被
害
２
１
８
世
帯
）

が
か
つ
て
な
い
甚
大
な
被
害
に
み

ま
わ
れ
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

台
風
の
被
害
発
生
後
、
す
ぐ
美

並
町
内
を
全
域
に
わ
た
り
現
場
に

出
向
き
被
害
状
況
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
郡
上
市
市
長
に
災
害
後

の
、
救
済
処
置
へ
の
配
慮
、
各
種

支
援
対
策
を
は
じ
め
、
児
童
生

徒
・
高
校
生
の
通
学
確
保
等
被
災

者
の
生
活
面
の
早
期
復
旧
確
保
に

向
け
て
要
望
・
努
力
い
た
し
て
お

り
ま
す
。 

今
後
は
こ
の
災
害
を
教
訓
に
、

早
期
に
道
路
改
修
、
河
川
改
修
、

護
岸
整
備
、
農
地
災
害
復
旧
等
に 

 

台風 23号による被害（R156上田地内） 

郡
上
市
九
月
議
会
定
例
会
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

平
成
十
六
年
度
第
四
回
郡
上
市
議

会
定
例
会
が
九
月
十
六
日
か
ら
十
月

五
日
ま
で
の
二
十
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
、
条
例
制
定
２
件
、
条
例
改
正

３
件
、
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
決
算

認
定
９
件
、
平
成
十
五
年
度
特
別
会
計

決
算
認
定
３
２
件
、
企
業
会
計
決
算
認

定
２
件
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
、
平
成
十
六
年
度
特
別
会
計
補

正
予
算
７
件
等
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
の
決
算
を
認
定 

☆
一
般
会
計
９
件
・
特
別
会
計
３
４

件
あ
わ
せ
て
４
３
件 

平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
は
町
村 

合
併
に
よ
り
平
成
十
六
年
二
月
末
日

を
持
っ
て
、
７
町
村
と
郡
上
広
域
連
合

が
廃
止
さ
れ
、
三
月
か
ら
は
郡
上
市
と

な
っ
た
た
め
、
二
月
末
日
ま
で
の
旧
町

村
等
の
十
一
ヶ
月
の
決
算
と
旧
町
村

か
ら
郡
上
市
に
予
算
を
引
き
継
い
だ

一
ヶ
月
間
の
決
算
と
な
り
、
合
併
に
よ

り
異
例
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
の
定
例
会
で
、
平
成
十
五
年

度
一
般
会
計
決
算
認
定
９
件
（
旧
７
ヶ

町
村
会
計
・
郡
上
広
域
連
合
会
計
・
郡

上
市
会
計
）
、
特
別
会
計
決
算
認
定 

３
２
件
（
旧
７
ヶ
町
村
特
別
会
計
・

広
域
連
合
会
計
・
郡
上
市
特
別
会

計
）
、
企
業
会
計
決
算
認
定
２
件
が

上
程
さ
れ
、
決
算
特
別
委
員
会
に
て

審
査
し
、
本
会
議
に
お
い
て
審
議
認

定
を
行
い
ま
し
た
。 

 

平
成
十
五
年
度
美
並
村
会
計

に
お
け
る
二
月
末
・
十
一
ヶ

月
分
決
算
状
況 

☆
美
並
村
一
般
会
計
決
算 

・
歳
入
決
算
額
２
８
８
６
百
万
円 

 

・
歳
出
決
算
額
２
８
４
６
百
万
円 

 

・
差
引
額 

 
 
 

３
９
百
万
円 

☆
美
並
村
特
別
会
計
決
算 

﹇
６
特
別
会
計
合
計
﹈ 

（
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
・
簡

易
水
道
・
下
水
道
・
宅
地
開
発
・

温
泉
） 

 

・
歳
入
決
算
額
１
７
２
４
百
万
円 

 

・
歳
出
決
算
額
１
６
４
７
百
万
円 

 

・
差
引
額 

 
 
 

７
７
百
万
円 

 

平
成
十
五
年
度
郡
上
市
会
計

決
算
状
況 

（
十
六
年
三
月
一
ヶ
月
分
） 

☆
郡
上
市
一
般
会
計
決
算 

 

・
歳
入
決
算
額
７
１
２
４
百
万
円 

 

・
歳
出
決
算
額
５
６
０
１
百
万
円 

 

・
差
引
額 

 

１
５
２
３
百
万
円 

☆
郡
上
市
特
別
会
計
決
算 

﹇
１
４
特
別
会
計
合
計
﹈ 


